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※1～7は当日発表

団体名 担当課 ページ

1 路線バスのハブ化の再考及びバスの
運行維持について

野母崎連合自治会
まちづくり部

公共交通対策室
1～3

2 高浜地区公民館の移設と旧野母崎高
校の活用等について

高浜地区連合自治会

教育委員会
生涯学習課

・
防災危機管理室

4～5

3 道路整備について 野母地区連合自治会

南総合事務所
地域整備課

・
土木部

土木企画課

6

4 インターネット環境の整備に伴う移
住対策について

脇岬町連合自治会

企画財政部
移住支援室

・
建築部

住宅政策室、
建築指導課

・
総務部

情報統計課

7～9

5 通称熊根地区に建っている老朽危険
家屋の撤去について

脇岬町連合自治会

理財部
財産活用課

・
建築部

建築指導課

10～11

6 旧樺島小学校の活用について 野母崎樺島連合自治会

防災危機管理室

・

理財部

財産活用課

12～13

7 子育て世代が住める、住みやすいま
ちづくりについて

青潮学園野母崎小中学校PTA

建築部
住宅政策室、
建築指導課

・
まちづくり部

公共交通対策室

14～17

8 側溝の清掃について 馬場自治会
南総合事務所
地域整備課

18

9 市有地の除草について 向自治会
理財部

財産活用課
19
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団体名 担当課 ページ要望・提案項目

10 防災放送のスピーカの調整について 深浦三自治会 防災危機管理室 20～22

11 長崎市独自のコロナ対策の考え方に
ついて

野母崎　陽の岬

防災危機管理室
・

市民生活部
自治振興課

23～30

12 脇岬海水浴場の付近の砂の堆積策に
ついて

脇岬町連合自治会
まちづくり部
都市計画課

31～32

13 灯台道路の整備について 江ケ浜町自治会
南総合事務所
地域整備課

33～34

14 一人暮らしの支援について 江ケ浜町自治会
南総合事務所
地域福祉課

35

15 自治会の合併について 京崎町自治会
市民生活部
自治振興課

36～37

16 地滑り対策について 広浦町自治会
南総合事務所
地域整備課

38



回 答 票 
Ｎｏ．１

野母崎 
地区 

【担当部課名】 
まちづくり部 

公共交通対策室 

要
望
内
容

【団体名】 野母崎連合自治会 

【件 名】 路線バスのハブ化の再考及びバスの運行維持について 

【概 要】 

現在、長崎バスにおいて午前 10 時～午後 2 時までの間、野母崎路線（上

下線）はハブ化で栄上バス停（三和地域センター）までの運行で、その先

（上り線）は川原・晴海台発のバスに乗り換えています。 

 当初、市、長崎バスの自治会への説明では、乗換時間は「栄上バス停を

起点とする。」乗換時間は短くする。」としていましたが、実際は午後 2 時

過ぎても乗換だったり、待ち時間が 10 分以上あったりして、平日は、三

和地域内センターで雨や寒さをしのげるが、土日祭日は、乗換を待つ時間

中の環境が悪いので、乗換用のバスの内で待てるようできないか。（バスの

中は、冷暖房完備） 

特に高齢者又通学の子供の父兄から苦情が多く、住民の方には、非常に不

便と苦痛をかけているが、乗換便を減便してもいいので、直通便をお願い

したい。再考をお願いします。 

また、高齢化が進み移動の手段が大事なってくると思うので、バス、コミ

ュニティバスの運行維持をお願いしたい。 

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

【回答】 

野母崎地区のバス路線は、利用者が少なく採算性が厳しい上に長距離路

線であり、布巻町の栄上交差点から中心部に向けて複数の路線と重複して

いたことから、運行の効率化を図るため、令和３年４月から平日の１０時

から１４時、土日祝日の10時から１５時の時間帯に限り、三和地域セン

ターで乗り継ぐハブ＆スポーク型運行に変更されています。

ご要望の１点目、乗継ぎバスの車内で待てるようにできないかとの点に

ついて運行事業者である長崎バスと協議しましたが、待機のため運転手の
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運転時間が延びるなど運行管理上の課題があり難しいということで、接続

時間の短縮など他の方法を検討したいとのことです。長崎市としても、三

和地域センター内のロビーを土日祝日も開放する方向で準備を進め、待合

環境の改善を更に図りたいと考えています。 

次に乗継ぎ便を減らして直通便に振り替えられないかとの点について

は、長崎バスの試算によると、直通便を１便設定するためには地域からの

便を２便減らす必要があり利便性が低下することと、長距離路線となるこ

とで運転手への負担も増すなどの課題があり難しいため、例えばスーパー

などが集まる平山台入口バス停までバス路線の一部を延長できないかな

ど検討したいとのことであったため、現在の乗継ぎ方式は維持しつつ、で

きる限り利便性向上を図りたいと考えています。 

路線バスやコミュニティバスの維持に向けた取組みは、市内全体の問題

として、東部地区でも今年の１０月から矢上バス停で乗り継ぐ路線再編を

予定しています。 

人口減少や新型コロナウイルス感染症拡大などによりバス事業を始め

とした公共交通全体の運営は厳しさを増しています。できる限り利便性を

保ちつつ、路線の効率化などにより路線維持のための取組みを進めてまい

りますので、今後とも皆さま方のご理解とご協力をお願いします。 
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南部地区バス路線の再編 R3.4～

１ 南部地区（三和・野母崎・平山台地区）の再編内容 

（１） 乗り継ぎ拠点

・系統が合流する「三和地域センター」を乗り継ぎ拠点とし、場内に乗り継ぎバス

停を新設

（２） 路線再編

・『樺島線』の発着を三和地域センター（新バス停）とし、中心部方面との連絡を

乗り継ぎ方式に変更する 

・『川原線』を平山台団地経由に変更する 

（３） 乗り継ぎ方式による運行時間帯

・平日 10 時～14 時、土日祝 10 時～15 時とする（いずれも三和地域センター通過

時間）

（４） 運賃負担

・乗り継ぎの場合の運賃負担軽減のため、乗り継ぎ割引を実施する

・割引は長崎バスのＩＣカード（エヌタスＴカード）利用時のみ適用

（５） 運行開始日（ダイヤ改正日）

・令和 3年 4月 6 日（火）より実施

 

 

（６） 運行便数

路線名 令和２年度 ⇒ 令和３・４年度 

樺島線 直通 ５４便 ⇒ 
直通 ４１便 

乗継 １３便 

※晴海台団地線・川原線と接

続
晴海台団地線 直通 ４６便 ⇒ 直通 ４６便 

川原線 直通 ４５便 ⇒ 直通 ４４便 

平山台団地線 直通 ３９便 ⇒ 
直通 ３０便 

経由  ９便 

※川原線が経由※便数は平日上り・下りの合計

コ コ ウ ォ ー ク 茂 里 町

平山台団地 

樺島 晴海台団地 川原公園 

10 

コ コ ウ ォ ー ク 茂 里 町

三和地域センター 

平山台団地 

樺島 晴海台団地 川原公園 

乗継 乗継 

■再編前 ■再編後（乗り継ぎ方式による時間帯のみ）

５４便 

３９便 
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回 答 票 
Ｎｏ．2

野母崎 
地区 

【担当部課名】 
教育総務部 生涯学習課 

防災危機管理室 

要
望
内
容

【団体名】 高浜地区連合自治会 

【件 名】 高浜地区公民館の移設と旧野母崎高校の活用等について 

【概 要】 

高浜地区公民館は建設から50年近くになりますが、避難所としての公民館

は河川の近くで風あたりも強い場所にあり、建物自体も耐火窓でないので

非常に危険すぎる。また駐車場も狭く特に高浜地区は車での移動が必要な

地域で、催し物などの時は付近の道路を塞いでしまう。その為地域の希望

として、旧野母崎高校跡地に旧校舎を利用した公民館を移設していただき

たい。県有地であり困難であると思われるが、ここは旧高浜中学校を建設

するために地区民が土地を寄付してできた教育施設で、その施設が雑草に

おおわれ校舎も朽ちていくなかで地域のさびれた感が非常に強い。利用し

ないから草が伸びすぎて緊急ヘリのヘリポートも移動したし、校舎も窓ガ

ラスが割られ、子供たちが夜間侵入する状況になっている。

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

【回答】 

高浜地区公民館につきましては、昭和51年3月に建築された、鉄筋コン

クリート2階建ての建物で、築46年が経過しています。

地域の方たちに快適かつ安全安心にご利用いただくため、平成14年に調

理室等の改修工事、平成18年に屋上防水工事、平成27年に電気設備改修工

事を実施するなど必要な工事を行い、施設の維持管理に努めてきたところで

す。 

地域の方たちのご意見を踏まえながら、令和3年5月に策定した「長崎市

公共施設マネジメント 野母崎地区計画」において、高浜地区公民館は、 
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コミュニティ活動施設として今後も適正に管理していくこととなっており

ます。 

長崎市においては、鉄筋コンクリート造りの建物の目標使用年数を65年

としているなかで、高浜地区公民館については、建物に大きな不具合がない

ことから、必要に応じた修繕等を行いながら適正管理に努めることとし、現

時点での移転は考えておりません。 

避難所の指定に関しましては、旧野母崎高校跡地の一部が土砂災害警戒区

域内であるのに対し、現在の高浜地区公民館の場所は、土砂災害警戒区域外

の場所に位置しており、鉄筋コンクリート造りの建物であることから、高浜

地区において避難所として一定適した施設であると考えています。 

しかしながら、公民館のそばには川があり、昨今の異常気象を鑑みると、

大雨で川が増水することも想定されることから、現在、県により、河川の改

修工事と川底に堆積している土砂を除去する浚渫（しゅんせつ）工事が、順

次、進められているところです。 

今後とも、命を守る行動をとることの重要性と、早めの避難行動について

周知啓発に取り組むとともに、地域の方々のご意見も伺いながら、住民の皆

様が安全に避難できるように努めてまいります。 
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回 答 票 
Ｎｏ．3

野母崎 
地区 

【担当部課名】 
南総合事務所 地域整備課  

土木部 土木企画課 

要
望
内
容

【団体名】 野母地区連合自治会 

【件 名】 道路整備について 

【概 要】 

恐竜博物館の開館以来、県内外から多くの観光客が来るようになって、

町内もにぎやかになっている。その一方で、車両の増加で渋滞も多く、住

宅地域でも交通に注意することも多くなっている。 

国道・県道・市道について、センターライン・路側帯のライン・道路標

識等の安全に必要な整備をお願いしたい。 

野母崎宿線においては、山側から車上部の枝のせり出しで、中央部分を

走行する車が多く、非常に危ないので適正なる枝切をお願いしたい。 

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

【回答】 

センターラインや路側帯のサインなどにつきましては、野母港周りや野

母崎診療所付近において白線が見えなくなっているなどの状況を確認し

ていますので、市道部分においては白線の引き直しを実施し、野母港周り

の一部臨港道路部分については県管理になることから、長崎県に要望いた

します。 

  また、県道野母崎宿線における車道部への支障枝せり出しについては、

伐採の要望を長崎県に行っていますが、まだ、対応されていないことから、

再度早急な実施について要望いたします。 
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回 答 票 
Ｎｏ．4 

野母崎 
地区 

【担当部課名】 

企画財政部 移住支援室 

建築部 住宅政策室 

建築部 建築指導課 

総務部 情報統計課 

要
望
内
容 

【団体名】 脇岬町連合自治会 

【件 名】 インターネット環境の整備に伴う移住対策について 

【概 要】 
増加している空き家と整備されたネット環境を組み合わせて移住対策に取

り組んでいただきたい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

現在の長崎市の移住対策については、令和元年度から専任の組織として移

住支援室を設置するほか、移住に関する総合相談窓口として「ながさき移住

ウェルカムプラザ」を開設し、県外の移住希望者からの「住まい」や「仕事」

などの相談に専任の相談員が対応しています。そのほか、移住に関する情報

発信、移住準備のための支援、移住者に対する補助金の交付などを行ってお

り、令和3年度は418人の方に移住いただき、3年連続で増加していると

ころです。 

今回のご提案の中にある令和 4 年 2 月に整備が完了しました超高速イン

ターネット環境につきましては、個人の生活や仕事において基盤となるもの

であり、特に都市部からの移住希望者が移住先を決める上で重要な要素の１

つとなっていますので、長崎市及び移住支援のホームページで情報を発信す

るなど、長崎市への移住を検討されている方に対してアピールをしていると
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ころです。 

超高速インターネット環境が整備されたことにより、これまで地域になか

った魅力が増えることも期待されますので、野母崎地区への移住を検討して

いる人に対して、新たな地域の魅力として紹介することで、移住につなげて

いきたいと考えています。 

また、「住まい」についても移住先を決める上で重要な要素の１つですの

で、移住希望者に対する住まいの支援や長崎市内で増加する空き家の活用促

進につながる取り組みを行っています。具体的には、移住希望者に対して、

「空き家・空き地情報バンク」の登録物件を移住相談員が現地に案内するな

どしてご紹介しているほか、移住希望者が市内の空き家に居住するための改

修工事費や空き家バンクに登録した空き家の家財処分の費用の助成制度を

行っているところです。 

空き家・空き地情報バンクの登録物件については、これまでに市内全域で

１０６件の登録があり、そのうち野母崎地区は５件ありましたが、現在募集

している登録物件数は１件のみとなっております。 

地域の方からは野母崎地区で空き家の需要が高まっているものの、家財道

具の処分や相続問題等により空き家の活用が進んでいない状況であること

を聞きおよんでおりますので、市のホームページや広報誌での制度の周知、

チラシの配布による情報発信のほか、地域の皆さまの協力をいただきなが
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ら、登録物件数の増加に繋げていきたいと考えております。 

今後とも、超高速インターネット環境が整った野母崎地区における移住者

の増加に向けて、地域の皆さまをはじめ、関係機関等と連携しながら移住対

策に取り組んでいきたいと思いますので、自治会の皆様におかれましては、

地域への移住者の増加や空き家の活用を図るために、会員の皆様に対して、

移住に関する市の支援制度や住まいに関する助成制度などの情報の周知や、

移住希望者や空き家の情報がございましたら、市への情報提供を促していた

だくなどご協力をお願いいたします。 
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回 答 票 
Ｎｏ．５ 

野母崎 
地区 

【担当部課名】 
理財部 財産活用課 

建築部 建築指導課 

要
望
内
容 

【団体名】 脇岬町連合自治会 

【件 名】 通称熊根地区に建っている老朽危険家屋の撤去について 

【概 要】 

脇岬町 339６（市有地）について、旧野母崎町時代に熊根地区に町有地

を個人に貸与し、個人で家を建てて居住し、転居する場合は更地にして町

に返す。との契約がなされていたと聞き及んでいる。現在、空き家になっ

て数年経過した危険住宅が３家屋あり、近辺に住んでいる住民は、台風時

瓦や板壁が飛散する恐れがあると大変心配している。被害が起こってから

は遅いと思うので、善処方を望みます。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

脇岬町３３９６番の市有地においては、旧野母崎町時代から借受者と土

地賃貸借契約を締結し、居宅用地として貸付を行っております。 

当該市有地は、「居宅用地として使用させるため」賃貸していることか

ら、借受者及びご家族に対して地域の皆様のご意見をお伝えし、改めて土

地賃貸借契約の継続について意思確認を行い、土地賃貸借契約を解除する

場合は、借受者の負担において借受地を原状に復し長崎市へ返還させるこ

とといたします。 

また、建物の維持管理は、空き家であっても、所有者が適正に管理を行

っていただく必要があります。 

ご相談の空き家の状況としましては、外観上は倒壊の恐れは少ないと思

われますが、ご要望のとおり、強風時に建材等の飛散の恐れがありますの
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で、借受者が土地賃貸借契約を継続する場合は、建材等の飛散防止措置、

敷地の適正な維持管理や除却を行っていただくよう、助言や指導を行って

まいります。 
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回 答 票 
Ｎｏ．6 

野母崎 
地区 

【担当部課名】 
防災危機管理室 

理財部 財産活用課 

要
望
内
容 

【団体名】 野母崎樺島連合自治会 

【件 名】 旧樺島小学校の活用について 

【概 要】 

現在、野母崎樺島地区ふれあいセンターが避難所になっておりますが、手

狭であり、せめて島民の半数位が避難できる場所が必要と考えます。旧樺

島小学校を改修して活用できるよう検討してもらいたい。又、旧樺島小学

校を開放してもらい、イベント等（ギャラリー、美術）として機能させて

いきたいと考えております。小さな町の活性化の為、予算を確保し力を注

いでもらいたい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（売却までの間、暫定的な利活用は可能） 

【回答】 

野母崎樺島地区ふれあいセンターの避難所については、集会室を避難ス

ペースとしており、収容能力としては 50 名程度ですが、ロビーや他の部

屋を利用することでさらに収容することができると考えております。 

災害時には、種類に応じてより安全な避難先に避難することが重要です。 

野母崎地域センター管内には野母崎樺島地区ふれあいセンターをはじ

め、脇岬地区公民館や野母崎地域センターなど計 8カ所の指定避難所があ

ります。 

これら指定避難所のほか、親戚宅や友人宅など、ご自身にあった避難先

を事前に考えていただくため、早めの避難行動やマイ避難所の考え方につ

いて啓発してまいりたいと思います。 

閉校後の旧樺島小学校につきましては、行政での活用見込みがない状況
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のため、現在、建物付きでの売却に向けた準備を進めております。 

そのため現在、電気、水道、消防用設備等の機能も停止していることか

ら、避難所としての利用は難しく、避難所開設のためだけにその機能を維

持管理することは、困難と考えています。 

なお、売却までの間について、地域から要望があった場合は、現在の状

態のままでお貸しすることは可能ですので、財産活用課へご相談ください。 
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回 答 票 
Ｎｏ．７ 

野母崎 
地区 

【担当部課名】 

建築部 住宅政策室 

建築部 建築指導課 

まちづくり部 公共交通対策室 

要
望
内
容 

【団体名】 青潮学園野母崎小中学校 PTA 

【件 名】 子育て世代が住める、住みやすいまちづくりについて 

【概 要】 

少子化で年々子供数が減っており、地元の行事、伝統文化の存続が危ぶ

まれている。野母団地が建設予定ではあるが、子育て世代が住める、住み

やすい町作りの協力をお願いしたい。 

例えば、高校へ行くのに野母崎からではバス代が高いので割引や、現在減

っているバスの運行数の増加、野母崎地域センターの窓口で空き家情報の

一般公開ができるなどの住みやすい町作りを要望。 

野母崎の子供達が過疎化地域として不憫な思いをせずに過ごせるよう、

地元の大人達で協力していきますので、行政の協力もお願いします。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

若い世代に選ばれるために公共交通機関が充実していることは長崎市

としても重要なことだと考え、どこに住んでいても暮らしやすいまちにす

ることを目的にした「まちをつなげるプロジェクト」を重点プロジェクト

として取り組んでいます。 

長崎市の公共交通を取り巻く環境は、人口減少や少子高齢化、新型コロ

ナウイルス感染症拡大などにより大変厳しい状況ですが、持続可能なバス

路線への転換を目指し、系統が合流する場所に乗り継ぎ拠点を設け、拠点

から先は1台のバスに乗り合わせて運行する「ハブ＆スポーク型運行」に

よる路線の効率化を進めています。 

野母崎地区でも令和３年４月から、三和地域センターを乗り継ぎ拠点と
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したハブ＆スポーク運行に変更して路線の維持を図っています。 

なお、長崎市内のバス料金は、他都市と比較して割安な上、通学定期の

１５．１キロメートルを超えた分は通常より更に８割引にするなど、可能

な限りの配慮がすでになされています。 

路線バスの便数は基本的には利用者数から決められるもので、利用者数

が伸びない中での増便は難しい状況です。運賃や運行の維持には、一定の

利用者がいることが必要です。今後も利用実態に応じてダイヤ調整等がな

されると思いますので、地域の皆さまの積極的な路線バスの利用をお願い

します。 

次に、子育て世代が住みやすいまちづくりにつきましては、若者や子育

て世帯にとって住みやすく、自分のライフスタイルに合わせて住まいが選

択できるまちを目指し、「住みよかプロジェクト」を民間の皆様と連携を

図りながら進めております。 

この住みよかプロジェクトの一環として、現在、建設中の野母崎団地は、

通常の建替えに併せて、若い世代に配慮した整備を行っており、募集戸数

や入居の条件はありますが、地域の担い手となる移住者や若者、子育て世

帯等に対しても新たに住まいの提供が可能となります。 

この市営住宅の建設に関しまして、設計の段階からどの様な住宅がよい

か、野母崎地区の連合自治会や陽の岬の皆様等のご協力をいただき、ご意
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見を伺いながら事業を進めて参りました。ご協力いただきありがとうござ

いました。 

野母崎団地の子育てしやすい住宅の工夫として、奥行きのあるバルコニ

ーや屋外物置スペース、多目的に使用可能な共用ピロティーなどを整備し

ています。 

今後、既存入居者以外に、10 世帯を新規募集することになるため、入

居募集用のパンフレットづくりを地域の皆様のご協力いただきながら一

緒になって行っており、新たな地域の担い手の確保に取り組んでまいりま

す。 

  また、野母崎地区の空き家を、移住を検討されている方や住宅を住み替

えたいと考えられている方へ活用していただけるような仕組みをつくる

ことは、今後も空き家が増加することが予想される中では、とても大事で

あると思います。 

活用できる空き家の情報につきましては、「空き家・空き地情報バンク」

で公開しており、ホームページでご確認いただけるほか、地域センターで

も紹介ができますが、野母崎地区の公開物件数は少ない状況です。 

物件登録に際しては、所有者や相続人の方の同意が必要となりますの

で、地域の皆さまのご協力を得ながら、登録物件を増やしていきたいと考

えておりますので、空き家の情報がございましたら、地域センターへの情
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報提供をよろしくお願いいたします。 

これからも、野母崎地区の活性化と暮らしやすさの向上に地域の皆様と

一丸となって取り組んでいきますのでよろしくお願いいたします。 
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回 答 票 
Ｎｏ．8 

野母崎 
地区 

【担当部課名】 南総合事務所 地域整備課 

要
望
内
容 

【団体名】 馬場自治会 

【件 名】 側溝の清掃について 

【概 要】 

野母新港バス停～野母バス停に至る道路（海岸沿い）の側溝内に枯葉、

ゴミ等が入り、詰まって民地からの排水がうまく流れないため高圧水流で

定期的にゴミ等を流して欲しい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

  野母新港バス停から野母バス停に至る市道側溝内に土砂や枯葉が堆積し

ているのを確認しており、排水に支障が出ている状況ですので土砂撤去を

実施いたします。 

なお、定期的な掃除の実施については、排水に支障が生じているか否か

を定期的に確認しながら、適切な時期に対応してまいります。 
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回 答 票 
Ｎｏ．９ 

野母崎 
地区 

【担当部課名】 理財部 財産活用課 

要
望
内
容 

【団体名】 向自治会 

【件 名】 市有地の除草について 

【概 要】 
旧公民館の敷地内の雑草が生えているので、行政の方で草刈りをして欲し

い。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

行政目的ではない普通財産である市有地の除草につきましては、毎年除

草を行う必要がある市有地については、長崎市全地域を一括して業者へ委

託し、除草を行っております。 

その他の市有地（普通財産）の除草につきましては、地域の状況等の現

地調査を行い、優先度を判断し対応を行っております。 

ご要望の旧野母地区公民館跡地につきましては、今後、地域の状況等か

ら生活環境に支障がある場合等、除草の必要がある場合には、長崎市で対

応いたします。 
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回 答 票 
Ｎｏ．10 

野母崎 
地区 

【担当部課名】 防災危機管理室 

要
望
内
容 

【団体名】 深浦三自治会 

【件 名】 防災放送のスピーカーの調整について 

【概 要】 
外にいると防災無線が聞き取れない。家にラジオ（戸別受信機）がある人

は多いが、外にいるとわかりずらい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

  長崎市の防災行政無線につきましては、アナログ方式からデジタル方式

への整備工事を昨年度完了しました。その際、より遠くまで聞こえる高性

能なスピーカーへの取り換えを行った上で、スピーカーの配置を見直して

おり、現在、深浦三自治会周辺については、野母町１０３３－１の(有)藤

岡水産第２工場の駐車場内に設置している高性能スピーカーから放送を流

しています。 

デジタル化整備工事に際しては、一定の場所で音量測定器を用いた調査

を実施していますが、防災行政無線が聞こえにくい状況が続く場合は、再

度、現地調査を行ったうえでスピーカーの音量や向きを調節するなどの対

応を取らせていただきますので、その際は、立ち合いなどにご協力くださ

いますようお願いします。 

  なお、防災行政無線は、屋外でも、地形や天候の影響等の要因により、
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放送内容が聞き取りづらい場合がありますが、長崎市では、確実に防災行

政無線の放送内容を確認していただけるよう、「防災メール」や「テレフォ

ンサービス」のほか、「LINE」や「ツイッター」、「フェイスブック」とい

ったＳＮＳなどによる情報発信を行っております。 

これらは、携帯電話をお持ちであれば、外出時にも内容を確認すること

ができますので、併せて、ご活用くださいますようお願いします。 
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防災メール【事前登録必要】

防災行政無線の放送内容などが
メールで送られてきます。

テレビのｄボタン

データ放送では、気象情報や災害情
報を確認することができます。
NBC長崎放送(3ch)など

長崎市公式S N S

長崎市では、SNS（ソーシャルネットワークサービ
ス）を使って、さまざまな情報発信をしています。

長崎市のホームページ

https://www.city.nagasaki.lg.jp/

避難情報などの情報
登録方法
① QRコードを読み取るか登録用アドレス
を入力し、空メールを送信してください。
※ 機種によっては、「本文」に文字を
入力することで送信できるようになります。

② 登録用のURLがメールで届きます
ので、説明に沿って、ご登録ください。

■ 登録用アドレス
bousai.nagasaki-city@raiden.ktaiwork.jp

LINE＠（ライン）
友達登録はこちらから
ID @nagasakicity

Twitter（ツイッター）
アカウント名
@nagasakibousai

Facebook
（フェイスブック）
ページ名
長崎市防災危機管理室

テレビ・ラジオ
まずは、テレビやラジオで、最新
の気象情報や防災情報を確認しま
しょう。

防災行政無線

気象情報や、避難情報などについて放送を行いま
す。防災行政無線が聞き取りにくいときは、テレ
フォンサービス（電話0180-999-002）や防災
メール、SNSを活用してください。

長崎地方気象台

防災気象情報などの情報

https://www.jma-net.go.jp/
nagasaki-c/

 

情報入手方法を確認しましょう！ ～ 最新の災害情報を入手～ 
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回 答 票 
Ｎｏ．１１ 

野母崎 
地区 

【担当部課名】 
防災危機管理室 

市民生活部 自治振興課 

要
望
内
容 

【団体名】 野母崎 陽の岬 

【件 名】 長崎市独自のコロナ対策の考え方について 

【概 要】 

新型コロナウイルスの感染拡大が長期化するなか、地元のイベント等を

予定どおり開催するか、延期するか、あるいは中止するかの判断が難しい

と感じています。更に感染を恐れて、スタッフも人手不足となっています。 

そこで、長崎市がイベント実施の方向性を示してほしい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

  現在の新型コロナウイルス感染症に対する対応につきましては、国の方

針として、新たな行動制限を行うのではなく、社会経済活動をできる限り

維持していくこととされており、長崎市におきましても、医療崩壊を防ぎ、

感染対策と社会活動の両立を図る「ウィズコロナ」を継続することとして

います。 

このことから、市主催のイベントにつきましては、感染防止対策を徹底

したうえで、リモート技術を活用するなど、運営を工夫しながら実施して

いるところです。 

地域の皆様に対しましては、会議やお祭りなどの地域活動を行う際に、

安心して活動できるよう、イベントを実施する際の感染対策をまとめた

「感染防止策チェックリスト」を市のホームページで公開しています。 

チェックリストでは、「来場者の密集回避」や「換気の徹底」など、イ
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ベント開催に必要な 17 項目を紹介しています。 

これらを踏まえ、感染防止策を十分に講じることが可能かどうかをポイ

ントに実施方法をご検討いただき、開催可否のご判断を行っていただきた

いと考えています。 

また、演奏会や運動会など地域イベントごとに、具体的な感染対策をま

とめたチラシも作成していますので、併せてご活用ください。 

長崎市としましては、体温計の貸し出しを行うなど、地域イベントを引

き続き可能な範囲で支援させていただきますので、イベントの実施方法な

どお悩みの際には、長崎市へご相談くださいますようお願いします。 

なお、参加者が 5,000 人を超えるなどの大規模イベントを実施する場

合は、開催日の２週間前までに長崎県へ「感染防止安全計画」を提出する

必要がありますので、よろしくお願いいたします。 
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0

月
発

行
 

Ｒ
4

. 
8

月
 改

訂
 

【
問

い
合

わ
せ

】
 

・
長

崎
市

防
災

危
機

管
理

室
 

 
 

（
☎

 
8
2
2
-0

4
8
0
）

 

・
長

崎
市

自
治

振
興

課
 

 
 

 
 

（
☎

 
8
2
9
-1

1
3
4
）

 

・
長

崎
市

地
域

保
健

課
 

 
 

 
 

（
☎

 
8
2
9
-1

1
5
3
）

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
対

策
を

行
い

な
が

ら
 

地
域

活
動

を
実

施
し

ま
し

ょ
う

！
 

 ●
 全

て
の

活
動

に
共

通
し

た
対

策
 

 
・

万
一

に
備

え
、

名
簿

な
ど

で
参

加
者

を
把

握
し

ま
し

ょ
う

。
 

 
・

発
熱

や
風

邪
の

症
状

が
あ

る
場

合
は

、
参

加
し

な
い

よ
う

に
呼

び
か

け
ま

し
ょ

う
。

  

 
・

適
切

に
マ

ス
ク

を
着

用
し

(※
)、

持
参

し
て

い
な

い
か

た
の

た
め

に
準

備
し

ま
し

ょ
う

。
 

 
・

主
催

者
は

消
毒

液
を

用
意

し
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
会

場
内

の
人

が
触

れ
る

箇
所

を

消
毒

し
ま

し
ょ

う
。

（
ド

ア
ノ

ブ
、

ス
イ

ッ
チ

、
共

用
の

マ
イ

ク
等

）
  

 
・

参
加

者
の

検
温

を
行

い
ま

し
ょ

う
。

 

 
・

定
期

的
に

換
気

を
し

ま
し

ょ
う

。
（

可
能

な
範

囲
で

２
方

向
の

窓
開

け
）

 

 
・

人
と

人
と

の
距

離
を

確
保

し
ま

し
ょ

う
。

 

 
・

出
入

り
時

は
、

誘
導

す
る

な
ど

し
て

密
集

状
態

を
作

ら
な

い
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

 

※
不
織
布
マ
ス
ク
を
推
奨
。

 
 

●
 活

動
ご

と
の

具
体

的
な

対
策

・
・

・
裏

面
に

記
載

 

     イ
ベ

ン
ト

を
実

施
す

る
際

は
「

感
染

防
止

策
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

」
を

作
成

す
る

こ
と

と
な

っ

て
い

ま
す

の
で

、
詳

し
く

は
長

崎
県

H
P
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

 

長
崎
県

H
P
 

 
長

崎
県

 
感

染
防

止
策

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
 

み
な

さ
ん

が
安

心
し

て
参

加
す

る
た

め
に

 

  

新
し

い
生

活
様

式
 

マ
ス

ク
着

用
 

三
密

の
回

避
 

手
洗

い
・
消

毒
 

密
集

 
密

接
 

密
閉

 

長
崎
市

H
P
 

会
議

、
清

掃
・

除
草

活
動

、
健

康
体

操
・

ダ
ン

ス
、

お
祭

り
、

防
災

訓
練

・
避

難
訓

練
な

ど
・

・
・

 
 

               
 

※
夏

場
は

熱
中

症
防

止
の

観
点

か
ら

、
屋

外
で

マ
ス

ク
の

必
要

の
な

い
場

面
で

は
、

マ
ス

ク
を

外
す

こ
と

を
推

奨
し

ま
す

。
 

※
就

学
前

児
に

つ
い

て
、

2
歳

未
満

に
は

着
用

を
推

奨
し

ま
せ

ん
。

 
 

2
歳

以
上

に
は

他
者

と
の

距
離

に
か

か
わ

ら
ず

、
マ

ス
ク

着
用

を
一

律
に

は
求

め
て

い
ま

せ
ん

。
 

 
マ

ス
ク

を
着

用
す

る
場

合
は

、
保

護
者

や
周

り
の

大
人

が
子

ど
も

の
体

調
に

十
分

注
意

し
た

上
で

着
用

し
ま

し
ょ

う
。

 

マ
ス

ク
は

い
つ

外
し

て
い

い
の

？
 

 
 
着

用
を

推
奨

 
２

㍍
以

上
の

距
離

が
確

保
で

き
る

  
確

保
で

き
な

い
  

 
着

用
不

要
 

屋
内

 
屋

外
 

屋
内

 
屋

外
 

会
話

あ
り

 
 

 
 

 

会
話

は
 

ほ
と

ん
ど

し
な

い
 

 
 

 
 

着
用

が
必

要
な

い
 

具
体

例
 

ラ
ン

ニ
ン

グ
、
鬼

ご
っ

こ
な

ど
の

外
遊

び
、
徒

歩
で

の
通

勤
、
 

距
離

を
確

保
し

て
行

う
図

書
館

で
の

読
書

・
芸

術
鑑

賞
な

ど
 

25



鬼
火

焚
き

 

□
大

声
を

出
さ

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

 

□
炊

き
出

し
を

行
う

際
は

、
特

に
感

染
対

策

に
気

を
付

け
ま

し
ょ

う
。

 

運
動

会
 

□
密

接
す

る
種

目
は

控
え

ま
し

ょ
う

 

□
運

動
中

は
マ

ス
ク

を
外

し
ま

し
ょ

う
 

□
応

援
の

時
は

、
大

声
を

出
さ

ず
、

人
と

人

と
が

触
れ

合
わ

な
い

程
度

の
間

隔
を

確

保
し

ま
し

ょ
う

 

□
使

用
前

後
に

用
具

を
消

毒
し

ま
し

ょ
う

 

□
こ

ま
め

な
水

分
補

給
、

休
憩

等
の

熱
中

症

対
策

を
と

り
ま

し
ょ

う
 

清
掃

・
除

草
活

動
 

□
作

業
中

は
他

の
人

と
離

れ
て

、
安

全
に

も
配

慮
し

た
十

分
な

間
隔

を
確

保
し

ま

し
ょ

う
 

□
適

宜
マ

ス
ク

を
外

し
ま

し
ょ

う
 

□
こ

ま
め

な
水

分
補

給
、

休
憩

等
の

熱
中

症
対

策
を

と
り

ま
し

ょ
う

 

お
祭

り
 

□
ピ

ー
ク

時
で

も
人

と
人

と
が

触
れ

合
わ

な

い
程

度
の

間
隔

を
確

保
で

き
る

参
加

者
に

と
ど

め
ま

し
ょ

う
 

□
大

規
模

な
祭

り
を

開
催

す
る

際
は

事
前

に

市
役

所
へ

ご
相

談
く

だ
さ

い
 

□
個

々
に

配
膳

し
、

対
面

を
避

け
る

な
ど

飛
沫

防
止

対
策

を
し

ま
し

ょ
う

 

□
静

か
に

食
べ

る
よ

う
心

掛
け

ま
し

ょ
う

 

□
飲

食
時

以
外

は
マ

ス
ク

を
着

用
し

ま
し

ょ
う

 

健
康

体
操

・
踊

り
・
ダ

ン
ス

 

□
十

分
な

間
隔

（
2
ｍ

）
を

確
保

し
ま

し
ょ

う
 

□
運

動
中

は
マ

ス
ク

を
外

し
ま

し
ょ

う
 

□
大

声
を

出
さ

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

 

会
食

 

定
期

総
会

・
班

長
会

議
 

□
発

言
時

も
マ

ス
ク

を
着

け
ま

し
ょ

う
 

□
で

き
る

だ
け

マ
イ

ク
を

使
い

ま
し

ょ
う

 

□
で

き
る

だ
け

マ
イ

ク
は

発
言

者
が

変
わ

る

ご
と

に
消

毒
し

ま
し

ょ
う

 

人
と

人
と

が
接

触
し

な
い

程
度

の
間

隔
 

（
長

机
に

2
名

程
度

）
 

囲
碁

・
将

棋
・
健

康
マ

ー
ジ

ャ
ン

 

□
使

用
前

後
に

用
具

を
消

毒

し
ま

し
ょ

う
 

□
大

声
を

出
さ

ず
、

静
か

に

楽
し

み
ま

し
ょ

う
 

2
m

以
上

 

発
表

会
・
講

演
会

 

□
発

熱
等

の
症

状
が

あ
る

場
合

は
出

演
を

控
え

ま

し
ょ

う
 

□
入

退
場

時
の

密
集

を
回

避
し

ま
し

ょ
う

 

屋
内

の
場

合
 

□
マ

ス
ク

・
手

袋
を

着
用

し
ま

し
ょ

う
 

□
調

理
器

具
の

消
毒

を
し

ま
し

ょ
う

 

□
こ

ま
め

に
手

洗
い

を
し

ま
し

ょ
う

 

調
理

 

（
屋

内
・
屋

外
）

 
防

災
訓

練
・
避

難
訓

練
 

□
マ

ス
ク

を
着

用
し

、
人

と
人

と
が

接
触

し
な

い
程

度
の

間
隔

を
と

り
ま

し
ょ

う
 

□
担

架
な

ど
み

ん
な

が
触

る
も

の
は

そ
の

都
度

消
毒

し
ま

し
ょ

う
 

□
大

声
を

出
さ

な
い

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

 

屋
外

の
場

合
 

※
観

客
が

大
声

を
出

す
場

合
は

、
 

 
十

分
な

間
隔

（
1
席

分
）

を
取

り
ま

し
ょ

う
 

最
低

限
、

観
客

は
触

れ

合
わ

な
い

間
隔

を
確

保
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開催概要

収容定員 人

参加人数

参考とした業種別ガ

イドライン(※2)
その他の

特記事項(※3)

(※2)掲載されているホームページのURLを記載してください。

(※1)大声の定義を「観客等が、通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること」とし、これを積極的に推奨する又

は必要な対策を十分に施さないイベントは「大声あり」に該当することと整理する。

開催案内等

URL

担当者役職・氏名

E-MAIL

電話番号

人と人とが触れ合わない

程度の間隔

(※3)大声なしの場合は、そう判断した理由や、大声を伴わないことを担保する具体的な対策を記載してください。

感染防止策チェックリスト

作成年月日　　　　年　　　月　　　日

開催場所

催物の名称

本項目では、チェックリストを記入する前に、催物の情報をご入力ください。

開催日時

会場名

主催者

催物の概要

　　　　年　　月　　日　　時　　分　～　　時　　分

適切と考える収容率

（上限）

所　属

出演者チーム等

住所

代表者役職・氏名

収容定員なし

収容定員の50％以内

（大声あり）(※1)

十分な人と人との間隔

（できるだけ２ｍ、最低１m）

収容定員の100％以内

（大声なし）(※1)
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基本的な

感染防止

感染防止策チェックリスト

イベント開催時には、下記の項目（イベント開催時の必要な感染防止策）

を満たすことが必要です。

※5、000人かつ収容率50％超のイベント開催時には、個別のイベントごとの

具体的な対策を記載した「感染防止安全計画」の提出が必要です。

※下記に加え、各業界が定める業種別ガイドライン（該当する業種において策定

されている場合）を遵守すること。

主催者側による施設内（出入口、トイレ、共用部等）の定期的か

つこまめな消毒の実施。

【大声なしの場合】

飛沫が発生するおそれのある行為(※１)を抑制するため、適切なマ

スク（不織布マスクを推奨。以下同じ。）の正しい着用(※２)や大

声（※３）を出さないことを周知・徹底し、そうした行為をする

者がいた場合には、個別に注意、退場処分等の措置を講じる。

（※１）[飛沫が発生するおそれのある行為]には、大声での会話を誘発する

　　　　ような、大音量のBGMや応援なども含む。

（※２）[適切なマスクの正しい着用]については、厚生労働省HP「マスク

　　　　の着用について」を参照。なお、屋外において、他者と距離がとれ

　　　　ない場合であっても会話をほとんど行わない場合は、マスクの着用は

　　　　必要ないことに留意すること。

（※３）[大声]の定義を「客が、①通常よりもはるかに大きな声量で、

　　　　②反復・継続的に声を発すること」とする。

①飛沫の抑制（マスク着用

や大声を出さないこと）の

徹底

【大声ありの場合】

「大声なしの場合」の「大声」を「常時大声を出す行為」と

　読み替える。

※大声を伴う可能性があるため収容率を50％とする場合でも、常に大声を

　出すことは飛沫防止の観点から望ましいものではないため、対策を徹底

　すること。

こまめな手洗や手指消毒の徹底を促す（会場出入口等へのアル

コール等の手指消毒液の設置や場内アナウンス等の実施）。②手洗、手指・施設消毒の

徹底

③換気の徹底

機械換気による常時換気又は窓開け換気。

※必要な換気量（一人当たり換気量30m3/時を目安）を確保するため、二酸化

　炭素濃度を概ね1,000ppm以下を目安（二酸化炭素濃度測定器の活用が

　効果的）

※機械換気が設置されていない場合の窓開け換気は、可能な範囲で２方向の

　窓開け

※機械換気、窓開け換気ともに相対湿度の目安は40-70%

※屋外開催は除く
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基本的な

感染防止

感染防止策チェックリスト

イベント開催時には、下記の項目（イベント開催時の必要な感染防止策）

を満たすことが必要です。

※5、000人かつ収容率50％超のイベント開催時には、個別のイベントごとの

具体的な対策を記載した「感染防止安全計画」の提出が必要です。

※下記に加え、各業界が定める業種別ガイドライン（該当する業種において策定

されている場合）を遵守すること。

入退場時の密集を回避するための措置（入場ゲートの増設や時間

差入退場等）の実施。

休憩時間や待合場所での密集も回避するための人員配置や動線確

保等の体制構築。

※入場口・トイレ・売店等の密集が回避できない場合はキャパシティに応

　じ収容人数を制限する等、最低限人と人とが触れ合わない程度の間隔を

　確保する。

⑤飲食の制限

飲食時の感染防止策（飲食店に求められる感染防止策等を踏まえ

た十分な対策）の徹底。

長時間マスクを外す飲食は、隣席への飛沫感染リスクを高めるた

め、可能な限り、飲食専用エリア以外（例：観客席等）は自粛。

※発声がないことを前提に、飲食時以外のマスク着用担保や、マスクを外

　す時間を短くするため食事時間を短縮する等の対策ができる環境におい

　てはこの限りではない。

自治体等の要請に従った飲食・酒類提供の可否判断（提供する場

合には飲酒に伴う大声等を防ぐ対策を検討）。

大声を伴わない場合には、「人と人とが触れ合わない程度の間

隔」、大声を伴う可能性のあるイベントは、「前後左右の座席と

の身体的距離の確保」

※「大声あり」の場合、座席間は1席（立席の場合できるだけ２ｍ、最低１ｍ）

空けること。

④来場者間の密集回避

食事中以外のマスク着用の推奨。
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基本的な

感染防止

感染防止策チェックリスト

イベント開催時には、下記の項目（イベント開催時の必要な感染防止策）

を満たすことが必要です。

※5、000人かつ収容率50％超のイベント開催時には、個別のイベントごとの

具体的な対策を記載した「感染防止安全計画」の提出が必要です。

※下記に加え、各業界が定める業種別ガイドライン（該当する業種において策定

されている場合）を遵守すること。

有症状者（発熱又は風邪等の症状を呈する者）は出演・練習を控

えるなど日常からの出演者（演者・選手等）やスタッフ等の健康

管理を徹底する。

※体調が悪いときは医療機関等に適切に相談。

⑥出演者等の感染対策

⑦参加者の把握・管理等

練習時等、イベント開催前も含め、声を発出する演者者やスタッ

フ等の関係者間での感染リスクに対処する。

※練習時等であっても、適切なマスクの正しい着用、出演者やスタッフ等の

　関係者間の適切な距離確保、換気、必要に応じた検査等の対策が必要。

出演者（演者・選手等）やスタッフ等と観客がイベント前後・休

憩時間等に接触しないよう確実な措置を講じる（誘導スタッフ等

必要な場合を除く）

入場時の検温、有症状（発熱又は風邪等の症状）等を理由に入場

できなかった際の払戻し措置等により、有症状者の入場を確実に

防止。

※チケット販売時に、有症状の場合は早めに連絡・キャンセルすることを

　周知すること。

時差入退場の実施等イベント前後の感染防止の注意喚起。

チケット購入時又は入場時の連絡先確認やアプリ等を活用した参

加者の把握。

※接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）や各地域の通知サービス（Bluetoothや

　QRコードを用いたもの等）を活用。

※原則、参加者全員に対してアプリダウンロードまたは、氏名・連絡先の

　把握を徹底。
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回 答 票 
Ｎｏ．１２ 

野母崎 
地区 

【担当部課名】 まちづくり部 都市計画課 

要
望
内
容 

【団体名】 脇岬町連合自治会 

【件 名】 脇岬海水浴場の付近の砂の堆積策について 

【概 要】 

（県に要望する事項） 

強風時は脇岬海水浴場の砂が海水浴場に隣接する国道 499 号に吹き上が

り運転に危険な状況となるので砂の吹き上がりを防止するため砂浜の砂を

除却してほしい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

  国道 499 号に隣接する脇岬海水浴場を含む海岸は長崎県が管理してい

ます。現地を確認したところ、国道付近まで砂が堆積している箇所があり、

強風時に堆積した砂が道路へ飛散しやすい状況であると考えられました

ので、市から県へ要望内容をお伝えいたしました。 

なお、地元から県に対する要望書があれば、ご要望が一層強く伝わると

考えられます。要望書を提出される際には市から県へ進達いたします。 
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回 答 票 
Ｎｏ．13 

野母崎 
地区 

【担当部課名】 南総合事務所 地域整備課 

要
望
内
容 

【団体名】 江ケ浜自治会 

【件 名】 灯台道路の整備について 

【概 要】 

恐竜博物館ができ、樺島灯台への訪問が多くなっているが、樺島灯台公

園への道路舗装が一部悪いため、補修をお願いしたい。また、樺島灯台公

園への案内板も整備してほしい。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

  樺島灯台公園への道路は、側溝への蓋掛けなどの整備を実施していると

ころですが、道路が吸出しを受け下がっている箇所や舗装が劣化している

箇所も見受けられます。 

舗装劣化箇所については、計画的に補修を実施しますが、吸出しを受け

下がっている箇所については、補修後も時間の経過とともに下がる状況で

すので、抜本的な調査が必要です。このため、令和５年度に測量と調査を

実施する予定です。 

また、旧樺島小学校付近の道路が狭いことから、旧校庭部分などを活用

し一部区間を拡幅する工事を来年実施する予定です。 

灯台公園への道路案内板については、「分岐点で案内板がなく迷ってし

まった」などの声も頂いていますので、現在、設置個所などの検討を行っ

ているところです。今年度中には分岐点への設置や既存案内板の更新を行
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いたいと考えています。 
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回 答 票 
Ｎｏ．１４ 

野母崎 
地区 

【担当部課名】 南総合事務所 地域福祉課 

要
望
内
容 

【団体名】 江ケ浜町自治会（野母崎樺島町） 

【件 名】 一人暮らしの支援について 

【概 要】 一人暮らしが多くなっているので支援が必要。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

一人暮らしの方の支援につきましては、その方の生活環境や健康状態など

により、日常生活から緊急時まで様々な対応があります。また、支援する機

関も長崎市をはじめ、社会福祉協議会や地域包括支援センターなどがあり、

支援の内容も多岐にわたりますので、支援が必要な場合は、まずは樺島連絡

員事務所、または野母崎地域センターにご相談ください。 
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回 答 票 
Ｎｏ．15 

野母崎 
地区 

【担当部課名】 市民生活部 自治振興課 

要
望
内
容 

【団体名】 京崎町自治会 

【件 名】 自治会の合併について 

【概 要】 
各部落とも会員数の減少により、活動が困難になってきているので、合併

することも考える時期になっているのではないかと思う。 

 回答内容 

  １ 可  能   ２ 一部可能   ３ 不 可 能   ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋   ６ その他（                  ） 

【回答】 

  それぞれの自治会におかれましては、地域のまちづくりのために様々な

取り組みを自主的に行っていただいておりますことに対し、感謝申し上げ

ます。 

自治会の会員数は年々減少しており、自治会加入率を見ても、10 年前

の平成24年には７３．１パーセントでしたが、令和４年には６４．９パ

ーセントと、約８パーセントの減少となっております。この要因としまし

ては、高齢化により自治会活動に参加できなくなった、自治会役員になり

たくないといった理由や、個人主義の台頭など社会を取り巻く環境の変化

により自治会やその活動への理解が十分に得られにくい状況にあること

など、様々な要因が複合的に影響を与えているものと思っております。 

そのような中、実際に近隣の自治会と合併して自治会の存続につながっ

た事例もありますので、地域センターなど関係課とも連携し、話し合いの
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場の調整などをはじめとして、自治会存続に向けてどのようなことができ

るのか、地域の皆様と一緒に考え、解決に向け取り組んでいきたいと考え

ています。 
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回 答 票 
Ｎｏ．16

野母崎 
地区 

【担当部課名】 南総合事務所 地域整備課 

要
望
内
容

【団体名】 広浦町自治会 

【件 名】 地すべり対策について 

【概 要】 山が地滑りしている所が多数ある。工事を早く進めてほしい。 

回答内容 

  １ 可  能 ２ 一部可能 ３ 不 可 能 ４ 調査検討 

  ５ 斡  旋 ６ その他（ ） 

【回答】 

 地すべりや土砂崩れなどの対策につきまして、原則、その土地の所有者

や管理者において実施すべきですが、土地の無償寄付や被害を受ける戸数

など一定の条件を満たしており、県施工等により急傾斜地崩壊対策事業が

可能と判断し今年の３月に事業説明会を実施しております。 

今後の手続きとしましては、土地の寄付の同意や工事に支障となる家屋

所有者の同意を得ることが先ず必要ですので、自治会や要望者の方々の協

力をいただきながら進めてまいりたいと考えています。 
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